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　図表 1 に 2014 年 6 月に公表されたスーパーコ
ンピュータの演算性能のランキングリストである
TOP500 リスト2）に記載されている、全 500 システム
の合計、第 1 位、500 位に対する Linpack 性能（実効
性能）の推移を示す。1 位は過去何度か性能で飛躍を




から 2008 年までは 90 数 % だったが、それ以降は 50
数 % へと低下している。また、第 10 位までのシス
テムでは過去 1 年間に 2 システムが置換されたのみ
であり、大幅な置換が見られたそれ以前の傾向とは
大きく異なっている。500 位までで前回リストから
置換されたシステム数も 116 と、1 年前の 178 を大
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　図表 2 に Green500 での第 1 位の過去の電力効率
の推移を示す。最新リストでは、日本のヘテロジニ
アスシステム（東京工業大学の TSUBAME-KFC）
が 4.5 ギガ Flops/w と突出した値で前回同様第 1 位
を獲得した。しかし、以前の第 1 位から 40 % 改善




















　TOP500 リスト中で演算部が CPU で構成される
システムの割合は 87 % で、ヘテロジニアスシステ
ムは 13 % である。現状で実装されている CPU の








29 か国で 1 年前からは 2 か国の増加となっている。


























　また、図表 4 に 2014 年 7 月に RFP を発行した
























図表 5　新たに加わった EU のエクサスケールプロジェクト
1）米国
　米 国 DOE の Advanced Scientific Computing 







開発プロジェクトとして、Fast Forward と Design 
Forward の記載がある。Fast Forward は、2012 年
7 月から 2 年契約でプロセッサ・メモリ・ストレー
ジ &I/O などの要素技術の研究開発へ 6,244 万ドル
を投資したプロジェクトであり、2014 年 4 月には
後続の Fast Forward2 の提案依頼書（RFP）が発
行されている6）。図表 4 に Design Forward と Fast 
Forward2 の概要を示す。なお、Design Forward の


















　IBM 社 は、2013 年 に OpenPOWER Foundation



































5）　William Harrod、「Office of Science Big Data and Scientific Discovery」BDEC、2014 年 2 月 26 日
3）中国
　最新の TOP500 リストでは 3 回連続で第 1 位を




は 2015 年に 100PF システムを開発するとし、現在、
その計画を推進中である。2014 年 1 月に IBM 社が









アの開発に着手するため、2014 年 4 月 1 日から計算
科学研究機構に「エクサスケールコンピューティン
グ開発プロジェクト」を設置している11）。


















8）　CORAL Request for Proposal B604142：https://asc.llnl.gov/CORAL/
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